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。
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11
月
23
日
は
、
勤
労
感
謝

の
日
で
す
。「
勤
労
を
た
つ
と

び
、
生
産
を
祝
い
、
国
民
た
が

い
に
感
謝
し
あ
う
」日
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
祝
日
法
の
制
定
前

は「
新
嘗
祭
」と
い
う
祭
日
で
、

宮
中
祭
祀
が
行
わ
れ
、
日
本

中
の
人
た
ち
が
新
穀
に
感
謝

す
る
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
日
本
人
が
古
く
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
、
森
羅
万
象
に
感

謝
す
る
心
を
、
私
た
ち
も
大

切
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
た
び
ら
昆
虫
自
然
園
で
行

わ
れ
た「
昆
虫
園
ま
つ
り
」を

取
材
。
園
や
近
隣
の
駐
車
場

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
マ
ン
に
よ
る
案
内
に

加
え
、
ド
ン
グ
リ
を
使
っ
た
工

作
や
焼
き
芋
体
験
、
北
松
農

業
高
校
の
移
動
動
物
園
な
ど

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
ら
し
い
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。
来
園
者
の
楽

し
そ
う
な
笑
顔
に
園
の
可
能

性
を
感
じ
ま
し
た
。

11月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
11月のイベントカレンダー
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●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00～15：00

●年金相談（生月支
所）10：30 ～ 15：
00

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～

●おはなし会（平戸図書館
おはなしのへや）14：00～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～

●ひらど軽トラ市（木
引田町・宮の町商店街）
9：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●がん患者会アネモ
ネカフェ（未来創造
館）13：00～15：00

●みんなdeシネマ
（未来創造館ホール）
14：00～
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文化の日

勤労感謝の日2322 24
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永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休永田記念図書館休

20

５

永田記念図書館休

●みんなdeシネマ
（未来創造館ホール）
14：00～

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00
●よろず相談会（田平
町民センター）9：00
～ 17：00

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00

●休日のマイナンバー
カード交付窓口（平戸
市役所）８：30～17：00

●認知症の人と家族の
つどい（たびら活性化施
設）９：30～ 11：30

●認知症の人と家族
のつどい（未来創造
館）13：30～ 15：30

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

●創業相談会（商工物産
課）10：00～ 16：00

●ライブラリーコン
サート（平戸図書館）
19：00～

●ライブラリーコン
サート（平戸図書館）
19：00～

※掲載している情報は、新型コロナウイルス感染症の状況によって中止または延期となる場合があります。

●「縁結び隊」による結婚相談
会（ホテル彩陽WAKIGAWA）
14：00～ 16：00

●北松農業高校「農業文化祭」
（北松農業高校農場）9：30～
13：30

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなしの
へや）10：30～

25 26
●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

　田平町福崎区公
民館周辺のマリー
ゴールドが見ごろ
を迎えています。
11月末ごろまで
楽しめます。

広がるオレンジの
じゅうたん

●北松北部クリーンセ
ンター受入日（9：00
～ 16：00）

●北松北部クリー
ンセンター受入日
（9：00～ 16：00）

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～
●体験・体感ライブ
ラリー「にしむらかえ
氏ワークショップ＆
講演会」（未来創造館
ホール）13：30～

●体験・体感ライブラ
リー「丸シール工作教
室」（未来創造館２階会
議室）10：30～

●体験・体感ライブ
ラリー「絵本の世界を
楽しもう『クッキー』」
（未来創造館調理室）
14：00～

27

●市民総合相談大島
地区（大島村公民
館）13：00 ～ 16：
00

●市民総合相談生月
地区（生月町中央公
民 館）13：00 ～
16：00

●市民総合相談中部
地区（ふれあいセン
タ ー）13：00 ～
16：00

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～

●イクボスセミナー
（平戸市未来創造館）
19：00～21：00

●シンポジウム「キリ
シタンと日本」（生月
町開発総合センター）
13：00～

29 30

●若者応援相談会in平
戸（平戸文化センター）
11：00～ 16：00

●第37回平戸・松浦
地区人権研究大会（た
びら活性化施設）13：
00～ 16：30

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなし
のへや）10：30～

●献血（平戸市役所）
①9：30～ 13：00、
②14：15～ 16：00

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

第37回長崎県消防ポンプ操法大会で敢闘賞に輝いた平戸市消防団
平戸地区第２分団の皆さん。大会では、出場できなかった仲間の想
いを背負い、３年間の訓練の成果を発揮しました。

地域の安全は俺たちに任せろ！



　10月２日、平戸市総合運動公園ライフカン
トリーで、サッカーＪエリートリーグ　グ
ループD第４節のゲームが行われ、長崎県の
ＪリーグチームＶ・ファーレン長崎と鹿児島
ユナイテッドＦＣが対戦しました。
　Ｊエリートリーグは昨年から、21歳以下の
選手を中心とした、将来有望な若手選手の強
化・育成に寄与することを目的に行われてお
り、平戸市内での開催は２回目。
　試合前には、市内の少年サッカーチームを
対象にサッカー教室が開催され、V・ファー
レン長崎のスクールコーチから指導が行われ
ました。
　試合はＶ・ファーレン長崎が１対２で逆転
負けしましたが、市内外から約800人が訪れ、
会場は熱気に包まれました。
【結果】Ｖ・ファーレン長崎ー鹿児島ユナイテッドＦＣ
　　　　　　　　 １　ー　２
　　　　　（前半0ー 0　後半１ー２）

火災救急件数

27件（20件）

1,337件（1,182件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和４年９月末現在令和４年９月末現在　

33件 （31件）

２人 （０人）

44人 （39人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　29,347人（ｰ36人）

■男　性　13,920人（ｰ10人）

■女　性　15,427人（ｰ26人）

■世帯数　13,789戸（ｰ１戸）

■平戸地区   16,898人 （ｰ30人）
　 北部地区　  10,030人　（ｰ14人）         
　  中部地区　    3,297人　（ｰ ５人）
　  南部地区　    3,571人　（ｰ11人）

■生月地区     4,820人 （ｰ13人）
■田平地区　 6,678人 （+16人）
■大島地区　     951人 （ｰ  ９人）

令和４年10月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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目次・ライフカントリーに響く歓声・人口の
動き・交通事故件数・火災救急件数

平戸の新星

特集

地域を守る身近なヒーロー

ひらどツーデーウォーク

そうだ図書館へ行こう

まちづくり協議会紹介・「古写真」から見る平戸の記憶遺産

高齢者通いの場

消費生活センター・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ・ＴｏｗｎＴｏｐｉｃ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ４～９

Ｐ10～11

P12

P13

P14

Ｐ15

Ｐ16～17

Ｐ18～22

Ｐ23

Ｐ24～25

Ｐ26

Ｐ27

Ｐ28

（　）は、前月との比較

ライフカントリーに響く歓声
生涯学習課スポーツ推進班　☎22-9214問

このコーナーでは、ものごとに熱中する市内の未成年の皆さんを紹介します。

古川　悠斗さん

平戸中学校

（明の川内町）

ふるかわ　　　　  ゆうと
２年

　たくましく水泳
に励む古川さんも、
普段は読書や音楽
鑑賞など、文化面
にも興味があるそ
うです。

『感謝を忘れず挑戦を』

　家では私や兄に甘える悠斗ですが、水中に入
り１人での戦いになると、たくましい姿を見せ
るようになりました。これからも、指導していた
だいた皆さんたちへの感謝の気持ちを忘れず、
挑戦していってほしいです。

母　美紀さん

水
中
で
心
と
体
を
鍛
え
ぬ
き

恩
返
し
で
き
る
人
に
な
り
た
い

　
選
手
と
し
て
競
泳
を
始
め
て
以

来
、
全
九
州
水
泳
競
技
大
会
２

位
な
ど
の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
水
中
で
は
、
一
瞬
の
判
断
が
試

合
の
流
れ
だ
け
で
な
く
、
時
に
は

生
命
を
左
右
す
る
た
め
、
練
習
で

は
身
体
を
鍛
え
る
だ
け
で
な
く
、

精
神
力
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
競
泳
の
練
習
や
試

合
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
生
活
に

お
い
て
も
、
で
き
る
だ
け「
自
分

で
考
え
て
行
動
す
る
」「
同
じ
失
敗

を
２
度
繰
り
返
さ
な
い
」と
い
う

こ
と
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
将
来
の
夢
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、「
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
一
緒
に
泳
ぎ
頑
張
る
姿
を
見
て

き
た
先
輩
や
、
喧
嘩
し
つ
つ
も
優

し
く
て
頼
り
に
な
る
兄
な
ど
、
目

標
と
し
て
い
る
人
が
身
近
に
い
ま

す
。
そ
の
姿
を
目
指
し
て
、
家
族

や
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
、
友
達

に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
な
大
人
に

な
り
た
い
で
す
」と
語
り
ま
す
。

　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
毎
日
、

厳
し
い
練
習
に
明
け
暮
れ
、
試
合

な
ど
が
な
い
日
曜
日
に
は
家
業
を

手
伝
う
頑
張
り
屋
の
悠
斗
さ
ん
。

　
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

平
戸
の
新
星
第
３
回

　
平
戸
中
学
校
２
年
生
の
古
川

悠
斗
さ
ん
は
毎
日
、
放
課
後
の

塾
の
後
、
佐
世
保
市
の
ビ
ー
ト
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
相
浦
ま
で
、
水

泳
の
練
習
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
身
体
が
弱
か
っ
た
悠

斗
さ
ん
は
、
喘
息
を
克
服
す
る

た
め
に
水
泳
を
始
め
ま
し
た
。
松

浦
市
の
プ
ー
ル
に
通
い
め
き
め
き

と
上
達
す
る
中
で
、
選
手
コ
ー
ス

へ
の
入
会
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

◀▲悠斗さんの練習風景
（撮影協力：ビートスイミングクラ
ブ相浦）



広報ひらど 令和４年11月号 4Hirado City Public Relations,2022.115

特集

地域を守る身近なヒーロー
　災害や火災が発生した時はもちろん、平常時も地域に密着し、住民の安心と安全を守る重要な
役割を担う『消防団』。いつどこで起こるかわからない災害から、大切なまちを守っていくために
地域における防災のリーダーとして活動する消防団員の皆さんに迫ります。

令和４年消防出初式での分列行進

地　区

団本部

北　部

中　部

南　部

生　月

田　平

大　島

　計

地区別消防団員数（令和４年４月１日現在）
団員数

28

205

182

187

165

145

84

996

分　団

１～７分団

８～ 12分団

13～ 18分団

１～３分団

１～５分団

１～４分団

30分団

地
域
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー

　

消
防
団
は
、
火
災
や
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆

け
つ
け
、
消
火
活
動
・
救
助
活
動
を
行
う
、

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
地

域
を
熟
知
し
、
住
民
を
よ
く
知
る
消
防
団

員
の
存
在
は
、
ま
さ
に
地
域
を
守
る
ヒ
ー

ロ
ー
で
す
。

　

現
在
、
平
戸
市
消
防
団
は
団
本
部
役
員

と
女
性
団
員
お
よ
び
、
各
地
区
の
分
団
員
、

合
計
９
９
６
人
の
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
年
齢
は
18
歳
〜
70
歳
ま
で
で
、
会
社

員
や
公
務
員
、
自
営
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
の
人
た
ち
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
す
べ
て
の
消
防
活
動
に

従
事
す
る
基
本
団
員
の
ほ
か
に
、
災
害
時

の
み
出
動
す
る
機
能
別
団
員
が
い
ま
す
。

機
能
別
団
員
は
、
令
和
４
年
４
月
現
在
、

62
人
で
、
各
分
団
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 消防本部総務課消防団係　☎22-3167

平戸市消防団　団長

森　能範さん（生月町）

Interview

昭和50年に消防団入団。平成20年
４月から分団長、平成26年４月から
生月地区団長を歴任。平成29年４
月から平戸市消防団長に就任し、団
員の指揮を執る。

平
戸
市
消
防
団
の
現
状

　

現
在
、
平
戸
市
消
防
団
の
団
員
数
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ど
の
地
区
で
も
若

者
不
足
で
、
入
団
す
る
人
が
少
な
く
、
団

員
を
確
保
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

の
が
要
因
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
若
者
が

入
っ
て
こ
な
い
の
で
、
団
員
の
高
齢
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
後
は
特

に
女
性
消
防
団
員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
消
防
団
は
地
域
防
災
に
お
い
て
、

必
要
不
可
欠
な
存
在
」

市
内
の
事
業
所
な
ど
に
協
力
を
得
て
、
従

業
員
の
消
防
団
へ
の
入
団
を
勧
め
て
も
ら

い
団
員
の
確
保
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
転
勤
な
ど
で
平
戸
に
来

た
人
も
、
２
〜
３
年
だ
け
で
も
入
団
し
て

も
ら
え
る
と
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。

地
域
防
災
に
必
要
不
可
欠

　

22
歳
の
時
に
消
防
団
に
入
り
、
10
月
で

47
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
、
平
戸
市

消
防
団
長
の
ほ
か
、
日
本
消
防
協
会
評
議

員
、
長
崎
県
消
防
協
会
副
会
長
を
務
め
て

い
ま
す
。

　

入
団
以
来
、
火
災
や
災
害
、
事
故
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
出
動
し
ま
し
た
。
そ

の
時
々
で
、
判
断
に
迫
ら
れ
、
学
ん
で
き

ま
し
た
が
、
今
思
う
の
は
消
防
団
は
地
域

防
災
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
火
災
や
災
害
が
発
生
し

た
時
に
消
防
士
だ
け
で
市
内
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
地
域
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
る
消
防
団
員
の
存
在
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
頼
れ
る
の
は
消
防
団
し
か
い
な
い
の
で

す
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
に
は「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
気
持
ち

を
持
ち
な
が
ら
、
自
分
や
部
下
の
命
を
第

一
に
考
え
活
動
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

消防士とどう違うの？

　消防士は市の職員で、火災、救助、救急活動など
を専門的に行います。しかし、市内を消防士だけで
対応することは難しいため、地域を熟知している消
防団員と連携し、被害の拡大を押さえることが重要
です。
　消防団員は、火災現場での消火活動、水利の確
保、交通整理をはじめ、消防士が消し終わった火事

場の残火処理や火災が再燃しないように警戒にあた
ります。
　また、消防団の活動は火災現場だけでなく、風水
害による災害現場での救助活動や行方不明者の捜索
などさまざまです。
　もっとも地域に近い存在として、消防士などと連
携して地域を守っています。

川内峠の野焼きで訓示する森団長

もり　　よしのり
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地域住民の安心・安全のために
　市内では、約1,000人が消防団員として活動しています。「自分たちのまちは自分たちで守る」
という気持ちで日々活動している消防団員の皆さん。地域の頼れる存在である消防団員の皆さん
の思いを伺いました。

「自分たちのまちは自分たちで守る」

市
内
で
活
躍
す
る
消
防
団
員

　

消
防
士
と
と
も
に
地
域
の
安
心
と
安
全

を
守
っ
て
い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
。
有

事
の
際
の
出
動
以
外
に
、
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
と
消
防
団
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
い
つ
出
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
日
々
消
防
車
や
機
器
の

点
検
に
努
め
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
行
わ

れ
る
幹
部
訓
練
や
秋
季
総
合
訓
練
な
ど
で

は
、
消
防
士
の
指
導
の
も
と
、
技
術
を
磨

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
夜
警
や
防
火
パ
レ
ー
ド
、

防
火
診
断
な
ど
を
通
し
て
、
住
民
の
防

災
・
防
火
意
識
を
高
め
、
地
域
の
防
災
力

の
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
の
活
躍

　

本
市
で
は
、
各
地
区
の
分
団
以
外
に
女

性
消
防
団
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
４
月
現
在
で
15
人
が
活
動
し
て
お
り
、

20
代
〜
50
代
ま
で
幅
広
い
年
代
の
団
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

女
性
の
持
つ
ソ
フ
ト
な
面
を
活
か
し
て
、

学
校
や
施
設
で
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

普
及
促
進
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の

防
火
訪
問
、
住
民
に
対
す
る
防
災
教
育
お

よ
び
応
急
手
当
の
普
及
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Interview 「できる範囲で活動できるので

若い世代の人に入団してほしいと思います」
　何かあった時に知識があれば、子
どもや周囲の人を助けることができ
るのではと思い、女性消防団に入団
しました。外出中に意識を失った人
の応急処置をした際には、消防団で
学んだ知識が役に立ちました。
　女性消防団員は、基本的に現場
に出動することはありません。市民
の皆さんへの啓発活動が主な活動で、
学校や施設で消防士の皆さんと一緒
に救護法やＡＥＤの使い方の講習を
行ったり、地域の各家庭を回って、
火元の点検などを行っています。
　女性消防団員には、私を含め、
子育て中の人もいます。仕事や家庭
との両立が難しいというイメージが

平戸市消防団
女性消防団　団員

髙野　有美さん（下中津良町）

　平成30年12月に消防団
入団。市内の美容室で働き
ながら、３人の子どもを子育
て中。

たかの　 　 ゆうみ

総合防災訓練で地元の小学生に消火器の使
い方を教える女性消防団員

令和４年度の幹部訓練で指揮をとる八木原分
団長

１_消防出初式での放水訓練。／２_高齢者宅の防
火診断では、消防団員も同行。ガスボンベの転倒
防止用チェーンがしっかり付いているか確認。／３
_令和３年度総合防災訓練での水防訓練。災害発
生時を想定し、地元消防団が取り組んだ。／４_秋
季総合訓練での想定訓練の様子。火災が発生した
ことを想定し、出動から消火、撤収までの動きを訓
練。／５_田平地区では毎月第１日曜日に火災予防
啓発パレードを実施。

１

２

３

４

５

Interview「部下の命を預かる立場として、

気が引き締まる思いです」
あるかもしれませんが、自分ができ
る範囲で活動できます。団員数が少
なくできることも限られているので、
難しく考えずに入団してもらえたらと
思います。私自身まだ入団して短く、
産休などで活動を休んでいた時期も
あったので、これから多くの活動を
していきたいと思っています。

　入団以来、建物火災や林野火災
などさまざまな現場を経験しました。
大規模な火災現場や残念な結果に
なってしまった現場なども経験し、
つらい思いをすることもありました。
出動するたびに、水利の確保や情報
伝達などで難しい状況に直面し、適
切な対応をすることの難しさを感じ
ています。
　今年から第10分団の分団長とな
り部下の指揮をとる立場になりまし
た。これまでは、できる限り自分が
動いて、下の人たちの見本になるよ
うにと活動してきました。まだまだ、
最前線で活動をしたいという思いが
ありますが、部下の命を預かる立場

になった以上、部下の安全を第一に
考え、指揮しなければならないと気
が引き締まる思いです。火災や災害
がなく、私たちが出動する事態にな
らないことが一番ですが、出動の際
には分団員にはできるだけ慌てず、
周囲の安全を確認しながら活動して
ほしいと思っています。

平戸市消防団
第10分団　分団長

八木原　健一さん（紐差町）

平成８年１月に消防団入団。
平成29年４月から班長、令
和２年４月から部長、令和４
年４月から分団長を務める。

やぎはら　    けんいち
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次世代を担う消防団員
ルールを守り火災を防ごう

建物火災にも注意！住宅用火災警報器の適切な維持管理を 消防団員募集中

　団員数の減少が課題となっている平戸市消防団。令和４年４月時点で996人と1,000人を下
回っている状況です。令和４年度は、新たに平戸市消防団に29人の新入団員が入団しました。
地域を守る消防団員の一員となった新入団員に話を伺いました。

特に林野火災に注意
　市内では、昨年度37件の火災が発生しました。そ
のうち23件はたき火や田のくり焼きなどが原因で発生
したものでした。これらの火災は、次のようなちょっと
した油断や不注意で発生します。一人ひとりが火の取
扱いに注意することで林野火災を防ぐことができます。
【林野火災が発生した事例】
・消火の準備を怠った
・風が強く、乾燥していた
・火入れをした場所の近くに、燃え広がるようなものが
　あった
・消火が十分に行われておらず、再燃した
・一人で作業を行った

　これからますます空気が乾燥し、冷え込みが増すた
め、暖房器具の使用が増え、火災が起こりやすい季
節になります。
　今年も11月９日（水）～ 15日（火）まで「秋の全国
火災予防運動」が実施されます。火災はちょっとした
不注意、不始末から起こります。この機会に防火への
意識を高めましょう。
○全国統一標語
　「おでかけは　マスク戸締り　火の用心」 火災予防啓発ポスター（制作：平戸市消防本部）

　住宅用火災警報器（以下、住警器）は、火災が発生した際に煙や熱を感
知して、音声やブザー音で火災を知らせる機器です。一般住宅への設置が
義務付けられており、設置場所や取付位置が定められています。
　住警器は古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで火災を感知しなく
なることがあるため、定期的に確認しましょう。交換時期の目安は、約10
年です。

　地域の防災力を保つためには、多くの消防団員の力が必
要不可欠です。18歳以上の働いている人や、女性の皆さん
の入団をお待ちしています。興味のある人は、消防本部総務
課消防団係にお問い合わせください。

消防ポンプ操法大会に出場した第２分団の松永
さん（左）と田中さん（右）

新入団員訓練では、ホースの広げ方な
ど基礎を学ぶ

地域防災に新たな若い力

Interview
　

今
年
の
４
月
に
平
戸
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
仕
事
柄
防
災
と
の
関
り
が
深
く
、
地

域
と
の
協
力
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
の

で
入
団
し
ま
し
た
。

　

普
段
の
活
動
と
し
て
は
、
月
１
回
の
機

械
の
手
入
れ
が
主
な
も
の
で
す
。
ま
た
、

第
２
分
団
が
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
出

場
し
た
の
で
、
ホ
ー
ス
巻
き
や
荷
物
運
び

な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
会
に
も

同
行
し
、
各
市
町
村
の
消
防
団
員
の
熱
気

を
直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
に
入
団
し
た
こ
と
で
防
災
意
識

も
高
ま
り
ま
し
た
が
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
も
で
き
ま
し
た
。
地
元
と
は
い
え
、
大

学
入
学
以
来
、
離
れ
て
い
た
の
で
消
防
団

で
で
き
た
つ
な
が
り
が
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
分
団
の

雰
囲
気
も
良
く
、
仕
事
の
都
合
で
活
動
に

参
加
で
き
な
い
時
も
、
協
力
し
て
支
え

あ
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
入
団
し
て
半
年

ほ
ど
で
す
が
、
地
域
を
守
る
一
員
と
し
て
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
消
防
団
に
入
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
」

林野火災を防ぐためのチェックリスト

消火の準備をする

乾燥時、強風時にはたき火などを行わない

近くに燃えやすいものはないか確認する

その場を離れない

ごみを焼却しない

終了したら火を完全に消し、確認する

小人数では行わない

消防署に届出をする

日没前には終了する

問 消防本部総務課消防団係　☎22-3167

問 消防本部予防課予防係　☎22-3167

平戸市消防団
第２分団　団員

山内　怜さん（田助町）
やまうち　 りょう

　令和４年４月に消防団入
団。以前住んでいた佐世保
市でも消防団に所属していま
した。消防署への届出は、たき火などの行為を許可するものではありません。消防署が火災と間違

わないために市民の皆さんが行うものです。また、ごみの焼却などは法律で禁止されており、
違反した場合は５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金などが科せられます。
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　10月８日・９日の２日間、「ひらどツーデーウォー
ク2022」が４年ぶりに開催されました。
　８日は生月コース、９日は平戸・田平コースに、市
民の皆さんや市外からの参加者、約1,000人が参加し

４年ぶりに約1,000人が秋の平戸路を踏みしめる

ひらどツーデーウォーク2022 vol.16
５kmから30kmまでの全６コースを完歩目指して歩
きました。
　2日間、天候が崩れる場面もありましたが、皆さん
秋深まる平戸の自然を楽しみながら歩いていました。



本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

刊
新
の
め
す
す
お

舘浦港に停泊する石積み団平（昭和20年代ごろ）

石を積んで航行する石積み団平（昭和20年代、生月漁協所蔵）

広報ひらど 令和４年11月号 12

vol.44「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

総務課まちづくり推進班　☎22-9100問

石積み団平

　生月島では、江戸時代から海岸の突堤や干拓地、
塩田の堤防などを造る、積石工の仕事が盛んでした。
　昭和初期には、動力クレーンで海中から10トン以
上の石を採取できるようになりましたが、素潜りで石
にワイヤーを掛ける作業には熟練が必要でした。引き
上げ後は平らな甲板の団平船に載せて運びました。
　現場では、まず海中に石を沢山捨て基礎を作りま
す。ダルマカヤシと言って、団平船の片側に小振りの
石を少しずつ寄せ、船を大きく傾けて落としました。
　次に根石を据え、外側の石垣を一定の角度で積ん
でいきます。下にシリガイ（小振りの石）を置いて角
度を揃え、後ろを押さえ石でずれないようにしました。
内側は大小の石を詰め、外側に「犬走り」と呼ばれる
人の通り道が、「テンバ」（上面）が出来ると完成です。

まち協トピックス 11月のイベント情報などをピックアップ！
11月のまち協の取り組みにご注目ください！

※掲載しているイベントの開催については、変更となる場合があります。

　「いきつき勇魚まつり」を３年ぶりに開催しま
す。新鮮な農水産物などの販売のほか、生月町
文化協会と合同でステージイベントも行います。
○開発総合センターステージイベント出演団体
　▶生月町文化協会　▶五蔵太鼓社中
　▶生月勇魚捕唄保存会ジュニア
　▶認定こども園めばえ　▶生月こども園
○生月支所前広場
　▶葉隠猿芸舎猿まわし　▶自衛隊車両展示
○中央公民館ホール
　▶RICOH紙アプリおえかき水族館

◆いきつき勇魚まつり

と　き 11月20日（日）午前９時～午後３時

生月地区まちづくり運営協議会　☎29-9080

生月町開発総合センター、生月支所、
生月支所前広場、生月町中央公民館ところ

ダンベ

会　場 開 催 時 間主 な イ ベ ン ト

平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

9日（水）・23日（水・祝）  午前10時30分～

12日（土）・24日（木）　午後２時～

17日（木） 午後７時～

26日（土）　午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『牛と一緒に７泊８日』（韓国：106分）

ライブラリーコンサート（平戸図書館）

おはなし会 ※随時変更することがあります。永田記念図書館

『パンどろぼう
　おにぎりぼうやのたびだち』
作／柴田　ケイコ
出版社／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

『ブロッケンの森の
　ちっちゃな魔女』
原作／アレクサンダー・リースケ
訳・翻案／西村　佑子
絵／ももろ
出版社／静山社

『絵本で学ぶＳＤＧｓ
　（別冊太陽）』
編／絵本でＳＤＧｓ推進協会
編集協力／中川素子
出版社／平凡社

『はじめてであう古事記
　（上巻・下巻）』
編／西田　めい
絵／中島　梨絵
出版社／あすなろ書房

『「空の科学」が一冊で
　まるごとわかる』
著/白鳥　敬
出版/ベレ出版

おにぎりぼうやの食卓は、毎
日おにぎりばかり。うんざり
して家をとびだしたら、見知
らぬ食べものに出会って…。
人気シリーズ最新刊！

ドイツのブロッケン山に住む、
ちっちゃな女の子ミリーが、
動物たちと力をあわせて、い
ろんな事件を解決します。楽
しいおはなし。

日本最古の歴史書「古事記」を
文章と解説ページでわかりや
すく紹介した古典入門書。10
代から大人まで楽しめる１冊。

ＳＤＧｓを身近に感じられる
ように、絵本からはじめてみ
ませんか？17のゴールに沿っ
て様々な絵本を紹介。読んで
想像力を広げよう！

飛行機は空気がないと飛べな
い？風はどこから吹くの？小
型パイロットの著者が、特有
の視点で、空気の基本・力学
から、風や気圧、雲や雨の仕
組みなど、「空」にまつわる科
学をやさしく解説しています。

『ハヤブサ消防団』
著/池井戸　潤
出版社/集英社

亡き父の故郷である「ハヤブ
サ地区」に移り住んだミステ
リ作家の三馬太郎。地元の人
の誘いで消防団入りした太郎
を、連続放火事件が待ち受け
ていた。のどかな集落に隠さ
れた真実とは・・・。

今月の休館日　永田記念図書館：1日（火）、8日（火）、15日（火）、22日（火）、27日（日）、29日（火）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先
図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

■チェリスト有泉芳史氏率いる三弦楽と写真家
　浜﨑さわこ氏による「Music&Photography」（予定）
■琴樹会のみなさんによる大正琴の演奏（予定）

Hirado City Public Relations,2022.1113
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你好,平戸

国際交流員
丁睿朗

（テイ・エイロウ）
（中国出身）

卓
球
だ
け
で
な
く

　

写
真
を
送
っ
て
く
れ
た
友
達
は
、

ゲ
ー
ム
で
ス
ト
レ
ス
が
発
散
で
き

る
ほ
か
、
多
く
の
人
と
出
会
う

チ
ャ
ン
ス
も
増
え
た
と
言
っ
て
い

ま
す
。
ま
さ
か
、
若
者
の
出
会
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
と
は
驚
き
で

す
。

　

ま
た
今
年
、
中
国
教
育
部
は

「
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト（
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
の
団
体
競
技
）」を
小
、

中
学
校
の「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
標
準
」の
リ
ス
ト
に

加
え
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
中
国
の

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
さ
ら
に
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
今
回
も

ス
ポ
ー
ツ
の
話
を
し
ま
す
！

　

さ
て
、
２
０
２
２
年
、
中
国
で

一
番
流
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
と

言
え
ば
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

答
え
は
、「
飞
盘
」（
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
）で
す
！

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
が
中
国

で
登
場
し
て
約
20
年
に
な
り
ま
す

が
、
最
近
、
急
速
に
若
者
の
間
で

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
体
育
館
な
ど

が
閉
鎖
さ
れ
、
多
く
の
人
は
キ
ャ

ン
プ
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な

ど
屋
外
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

選
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
は
性
別
や
体
力
を
問
わ
ず
、
ス

ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
が
あ
れ
ば
、
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

国際交流員
の日記

vol.22　　

▲フライングディスクをプレ
　ーする中国の友達

文化交流課交流推進班　☎22-9143問

市民課消費生活センター　☎22-9122問

消費生活
センター

「消費生活センター」から身近な情報をお届け

国
税
庁
は
メ
ー
ル
で
国
税
の
納
付
を
求
め
た
り
し

ま
せ
ん
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

高
額
当
選
詐
欺
に
注
意

　
「
賞
金
が
当
選
し
た
」な
ど
と
、

嘘
の
情
報
を
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で

送
り
、
ポ
イ
ン
ト
の
購
入
や
金
銭

を
要
求
す
る「
当
選
商
法
」の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
登

録
の
た
め
に
必
要
」と
個
人
情
報

を
聞
き
出
す
手
口
も
あ
り
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
メ
ー
ル
で
、
お
金
を

受
け
取
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

国
税
庁
を
装
う
メ
ー
ル
に
注
意

　

平
戸
市
内
に
お
い
て
、
国
税
庁

を
名
乗
り「
税
金
の
未
納
が
あ

る
」と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
と

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
税
庁
が
メ
ー
ル
で
国
税
の
納

付
や
差
押
え
の
執
行
を
予
告
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
用
意
に

ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
連
絡
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
実
際
に
届
い
た
メ
ー
ル（
例
）

文化交流課交流推進班　☎22-9143問

－地域でいきいき－通いの場

　「通いの場」への参加率が高い高齢者ほど、転倒や認知症、うつのリスクが低い傾向にあることがわかっています。
まだ参加していない人は、近くの通いの場へ参加してみませんか？

　平戸市では、週に１回以上集まり、「平戸よかよか体操」や趣味活動を行う住民主体の通いの場が 85

か所あります。このコーナーでは、各地区の「高齢者の通いの場」を毎月紹介します。

　　　   　　長寿介護課高齢者支援班（地域包括支援センター）　☎22-9133問

　大島高齢者生活福祉センターの談話室では、毎週木曜日に通いの場が開催されています。介護の専門職と参加
者でつくる「たのしい」と「こころづよい」を感じられる居場所です。

「介護の専門機関がひらく通いの場」

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！
また、平戸市ホームページでも動画を公開しています！

72ＶＯＬ．

生活支援コーディネーター
おおしま　　　あやこ

大島　綾子さん

　入居している人の運動機能の向上と地域
の皆さんとの交流を図るために活動を開始
しました。

活  動  日／毎週木曜日
　　　　　午後２時～午後３時ごろ
活動場所／大島高齢者生活福祉センター
開催地区／事業所

介護の専門チーム

スタッフは、日ごろから介護の現場で支援を行う専門職です。

参加者の相談事などにしっかりと対応することができます。

私たちが選ぶ楽しい時間

脳トレや塗り絵などの中から、自分たちで活動内容を決め、取

り組んでいます。

通いの場が支えあいの場に

体操の前に椅子やおもりの準備を自分たちで率先して行ってい

ます。一人ひとりが支えあうことで連帯感が生まれています。

大島高齢者生活福祉センターの３つの特徴（参加者からの声）

大島高齢者生活福祉
センター

差押最終通知

納税確認番号：＊＊＊＊8206

あなたの所得税（または延滞金）につ

いて、これまで自主的に納付される

よう催促してきましたが、まだ納付さ

れておりません。もし最終期限まで

に納付がないときは、税法の決める

ところにより、不動産、自動車などの

登記登録財産や給料、売掛金などの

債権などの差押処分に着手致します。

滞納金合計：50,000円

納付期限：2020/８/31

最終期限：2022/８/31
　　　（支払期日の延長不可）

お支払いへ

フ
ェ
イ 

パ
ン



今月の
特ダネ

○と　き　11月15日（火）
　　　　　▶午前９時30分～午後１時　▶午後２時15分～午後４時
○ところ　平戸市役所

11月の献血
健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

母乳育児相談支援育

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

22-9206

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえ広場

いきつきげんきっこ広場

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩こども園

津吉保育所

トコトコ

あいちゃん広場

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園認定こども園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩こども園）

（南部：津吉保育所）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布予定の「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または
　☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母３３歳児健診１１歳６カ月児健診

ところ 種類および受付時間日にち

11月の各種相談および赤ちゃんの健診など

大島村公民館

平戸市福祉保健センター（田平）

平戸市福祉保健センター（田平）

平戸文化センター

11月２日（水）

11月８日（火）

11月19日（土）

11月25日（金）

　　10：00～11：00

　　　　10：00～14：00

12：30～13：00

12：45～13：15

こども未来課母子保健班　☎22-9136問

パ パパ・ママ教室

Hirado City Public Relations,2022.1117

育 妊 母

11月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時）

住　所 連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問

11月３日（木・祝）

11月６日（日）

11月13日（日）

11月20日（日）

11月23日（水・祝）

11月27日（日）

谷川病院

北川病院

柿添病院

くわはら医院

青洲会病院

柿添病院

平戸市田平町山内免400番地

平戸市浦の町737番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市宮の町581番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

57-0045

22-2344

23-2151

22-2306

57-2155

23-2151

パ

11月は「児童虐待防止推進月間」

こども未来課子育て支援班　☎22-9137問

　子育てにおけるストレスや不安など、さまざまな要因が重なると、どんな保護者でも虐待に至る可

能性はあります。地域ぐるみで子育て家庭を見守り、子どもへの虐待を防いでいきましょう。

児童虐待とは

あなたの１本の電話で救われる子どもがいます

　児童虐待かもと思ったら、すぐにお電話ください。

妊 母

乳

里親制度をご存知ですか？

　さまざまな事情で親と暮らすことができ

ない子どもたちを、家庭的な環境の下で、

温かい愛情と正しい理解をもって養育する

ことを里親制度といいます。

○養育里親　家族と暮らせない子どもを、

　再び家族と暮らせるようになるまで、ま

　たは、自立して生活できるようになるま

　での間、養育します。

○養子縁組里親　子どもと養子縁組を結ぶ

いちはやく

　ことが前提です。養子縁組が成立するま

　での間、里親として一緒に生活します。

○親族里親　親が死亡・行方不明などで養

　育できない場合、祖父母など２親等以内

　の親族が養育します。

※所定の研修を受け、子どもに適した住環

　境があるなどの要件を満たしていれば、

　特別な資格は必要ありません。

　里親制度に関心がある人はお問合せくだ

　さい。

長崎県里親育成センター「すくすく」（☎0957-53-7343）

身体的虐待

心理的虐待

ネグレクト

性的虐待

殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、首を絞めるなど

言葉で怖がらせる、無視する、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で
家族に対して暴力をふるう（ドメスティック・バイオレンス：DV）など

小さい子どもを家に置いたまま外出を繰り返す、食事を与えない、ひどく不潔な
環境の中で生活させる、車の中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行
かないなど

子どもに性的行為をする、子どもに性的行為を見せる、ポルノグラフィティの被
写体にするなど

児童相談所全国共通ダイヤル（☎189）またはこども未来課子育て支援班（☎22-9137）
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の
児
童
の
保
育
料
は
無
料

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班　

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）

○
品　

種　

や
ぶ
つ
ば
き
の
実（
令

　

和
４
年
度
産
）

○
買
取
期
限　

11
月
30
日（
水
）

○
買
取
価
格　

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ

　

た
り
７
０
０
円

○
持
込
場
所　

道
の
駅「
昆
虫
の

　

里
た
び
ら
」（
☎
57-

０
５
６
７
）

　

※

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

○
注
意
事
項　

　

①
土
地
お
よ
び
椿
所
有
者
の

　
　

承
諾
を
得
た
上
で
採
取
す

　
　

る
こ
と
。

　

②
さ
ざ
ん
か
の
実
や
古
い
実
、

　
　

小
石
な
ど
が
混
入
し
な
い
よ

　
　

う
に
選
別
す
る
こ
と
。

　

③
十
分
に
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

※

買
取
代
金
は
、
直
接
現
金
で

　

お
渡
し
し
ま
す
の
で
印
鑑
を
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

「
つ
ば
き
油
」を
道
の
駅「
昆
虫

　

の
里
た
び
ら
」に
て
販
売
し
て

　

い
ま
す
。
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■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

　
新
た
に
入
所
を
希
望
す
る
場
合

（
利
用
中
の
施
設
を
継
続
し
て
利

用
す
る
場
合
は
手
続
き
不
要
）

○
入
所
で
き
る
基
準

　

▼
教
育
を
希
望
す
る
場
合　

　
　

満
３
歳
以
上
の
教
育（
認
定

　
　

こ
ど
も
園
や
市
外
の
幼
稚

　
　

園
な
ど
の
利
用
）を
希
望
す

　
　

る
児
童

　

▼
保
育
を
希
望
す
る
場
合　

　
　

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の

　
　

ど
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

　
　

①
月
に
15
日
以
上
か
つ
月
60

　
　
　

時
間
以
上
就
労
し
て
い
る

　
　

②
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後

　
　
　

間
も
な
い

　
　

③
病
気
・
け
が
、
ま
た
は
障

　
　
　

が
い
が
あ
る

　
　

④
同
居
の
親
族
を
常
に
介
護

　
　
　

し
て
い
る

　
　

⑤
災
害
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

　
　

⑥
求
職
活
動（
起
業
準
備
を

　
　
　

含
む
）を
継
続
的
に
行
っ

　

出
張
所

別
の
保
育
施
設
へ
の
転
園
を
希
望

す
る
場
合

○
対
象
者　

既
に
地
域
型
保
育

　

事
業
の
支
給
認
定
を
受
け
保

　

育
施
設
を
利
用
し
て
い
て
、
令

　

和
５
年
４
月
か
ら
別
の
保
育

　

施
設
へ
の
転
園
を
希
望
す
る
人

○
申
込
期
限　

12
月
28
日（
水
）

○
提
出
書
類　

転
園
希
望
届（
利

　

用
施
設
変
更
届
）

　

※

現
在
、
地
域
型
保
育
事
業

　
　

を
利
用
中
の
２
歳
児
で
、
４

　
　

月
か
ら
他
の
保
育
施
設
へ
転

　
　

園
す
る
場
合
は
、
支
給
認

　
　

定
申
請
書
兼
利
用
申
込
書

　
　

な
ど
も
必
要
で
す
。

令
和
５
年
度
の
保
育
料
に
つ
い
て

○
算
定
基
礎　

令
和
５
年
４
月

　

〜
８
月
分
の
保
育
料
は
、
保

　

護
者
の
令
和
４
年
度
市
民
税

　

額
を
も
と
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

※

令
和
５
年
９
月
〜
令
和
６
年

　

３
月
分
の
保
育
料
は
、
保
護

　

者
の
令
和
５
年
度
の
市
民
税

　

額
を
も
と
に
９
月
に
決
定

※

３
歳
児
ク
ラ
ス（
幼
稚
園
は
満

　

３
歳
）か
ら
就
学
前
ま
で
の
児

　

童
と
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

の
０
歳
〜
２
歳
児
ク
ラ
ス
ま
で

　
　
　

て
い
る

　
　

⑦
就
学（
職
業
訓
練
校
で
の

　
　
　

訓
練
を
含
む
）し
て
い
る

　
　

⑧
虐
待
・Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

　
　

⑨
育
児
休
業
取
得
時
に
既

　
　
　

に
入
園
し
て
い
る
児
童
が

　
　
　

い
て
、
継
続
利
用
が
必

　
　
　

要
で
あ
る

○
申
込
期
限　

12
月
28
日（
水
）

　

※

市
外
の
認
定
こ
ど
も
園
の
利

　
　

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
　

施
設
の
募
集
開
始
後
す
ぐ
に

　
　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
書
類

　

▼
支
給
認
定
申
請
書
兼
利
用

　
　

申
込
書

　

▼
添
付
書
類　

保
護
者
の
勤

　
　

務
証
明
書
、
就
労
証
明
書
、

　
　

保
育
所
入
所
申
立
書
、
母

　
　

子
健
康
手
帳
、
在
学
証
明

　
　

書
な
ど
保
育
が
必
要
な
事

　
　

由
を
確
認
で
き
る
書
類

　

※

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支

　
　

援
班
、
各
支
所
・
出
張
所
お

　
　

よ
び
各
保
育
所（
園
）な
ど
に

　
　

設
置

　

※

平
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

○
申
込
先　

こ
ど
も
未
来
課
子

　

育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
・

道
の
駅
昆
虫
の
里
た
び
ら

「
つ
ば
き
の
実
」買
い
取
り

◎
問　

田
平
支
所
地
域
振
興
課

　
　
（
☎
22-

９
２
１
０
）

○
と　

き　

11
月
23
日（
水
）午

　

後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
立
大
学
佐

　

世
保
校
多
目
的
ホ
ー
ル

○
内　

容　

講
演
会「
心
が
か
ぜ

　

を
ひ
く
と
き
」（
講
師　

吉
村

　

春
生
先
生
）

○
入
場
料　

無
料

◎
問　

長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害

　

者
支
援
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
福
祉
課

　
（
☎
０
９
５-

８
４
６-

５
１
１
５
）

　

平
戸
島
北
部
バ
イ
パ
ス（
仮

称
）が
事
業
着
手
さ
れ
、
測
量
な

ど
事
業
が
進
む
予
定
で
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
事
業
区
間　

川
内
越
バ
ス
停

　

付
近
〜
明
の
川
内
バ
ス
停
付

北松農業高等学校「農業文化祭」開催

　実習で生産している農産物、加工品、巾着や
マスク、テイクアウトの軽食を販売します。
○と　き　11月20日（日）午前９時30分～午後
　1時30分（※入場開始　午前9時20分～）
○ところ　北松農業高等学校農場

☎57-0512問　北松農業高等学校

○コロナ対策のお願い
　▶自宅での検温
　▶マスクの着用
　▶マイバッグの持参
　▶校内での飲食禁止
　▶ソーシャルディス
　　タンスの確保にご
　　協力ください。

令
和
５
年
４
月
か
ら
の
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
市
外

の
幼
稚
園
入
所
申
込

募
　
　
集

第
41
回
長
崎
県
精
神
保
健

福
祉
大
会「
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
講
演
会
」開
催

お
知
ら
せ

　

近
を
結
ぶ
道
路

◎
問　

建
設
課
道
路
建
設
班

　
（
☎
22-

９
１
６
１
）

○
期　

間　

11
月
12
日（
土
）〜

　

25
日（
金
）

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の
シ

ン
ボ
ル「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」に
ち

な
み
、
平
戸
城
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ

商
館
、
幸
橋
を
紫
色
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
こ
の
パ
ー
プ

ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
は
、
女
性

に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

の
呼
び
か
け
と
と
も
に
、
被
害
者

へ
の「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
ま
す
。

◎
問　

性
犯
罪･

性
暴
力
被
害
者
の
た

　

め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
＃
８
８
９
１
）

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」期
間

は
や
く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

平
戸
島
北
部
バ
イ
パ
ス（
仮

称
）

〒859-5102
長崎県平戸市大久保町2231-3

℡0950-22-3800℡0950-22-3800

ご宴会/お1人様￥3300より承りますご宴会/お1人様￥3300より承ります
平戸プレミアム商品券

ご宿泊/ご宴会　両方使えます
平戸プレミアム商品券

ご宿泊/ご宴会　両方使えます
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土
地
売
買
契
約
の
届
出
を

　
　

提
出
し
た
場
合
は
届
出
不
要

○
提
出
時
期　

土
地
の
所
有
者

　

と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

○
提
出
書
類

　

▼
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

　

▼
登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
土

　
　

地
売
買
契
約
書
な
ど
の
写
し

　

▼
土
地
の
位
置
図
な
ど

火
入
許
可
申
請

○
対　

象

　

▼
造
林
の
た
め
の
地
ご
し
ら
え

　

▼
害
虫
の
駆
除

　

▼
採
草
地
改
良
な
ど

○
提
出
時
期　

火
入
れ
を
行
う

　

日
の
14
日
前
ま
で

○
提
出
書
類

　

▼
火
入
許
可
申
請
書

　

▼
場
所
・
防
火
設
備
の
位
置

　
　

を
示
す
見
取
図

　

▼
隣
接
所
有
者
の
承
諾
書
な
ど

◎
問　

農
林
整
備
課
農
林
総
務
班

　

(

☎
22-

９
１
５
０)

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
、
補
充
に
よ
り
就
任
し
ま
し
た
。

農
地
の
貸
し
借
り
や
転
用
な
ど
、

　

森
林
の
取
得
や
作
業
の
前
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届
出
書

○
対　

象　

地
域
森
林
計
画
対

　

象
の
民
有
林(

保
安
林
以
外)

の 

　

立
木
を
伐
採
す
る
場
合

　

※

保
育
の
た
め
の
除
伐
、
竹
林

　
　

の
伐
採
は
届
出
不
要

○
提
出
時
期　

伐
採
開
始
の
90

　

日
前
〜
30
日
前

○
提
出
書
類

　

▼
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造

　
　

林
届
出
書

　

▼
伐
採
計
画
書

　

▼
造
林
計
画
書

　

▼
位
置
図

　

▼
森
林
の
所
有
を
証
明
す
る

　
　

書
類
の
写
し

　

▼（
伐
採
後
、
森
林
以
外
に
供

　
　

す
る
場
合
）計
画
図
面
な
ど

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出

○
対　

象　

新
た
に
地
域
森
林

　

計
画
の
対
象
と
な
る
民
有
林

　

の
所
有
者
に
な
っ
た
場
合

　

※

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
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前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
40
分

○
と
こ
ろ　

長
崎
地
方
法
務
局

　

平
戸
支
局

　

※

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信（
予
約
制
）

○
定　

員　

10
人（
オ
ン
ラ
イ
ン

　

参
加
は
１
０
０
人
）

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ

　

ー
ル（soum

u01_nagasaki_

　

m
oj_bal@

i.m
oj.go.jp

）

○
申
込
期
限　

〜
11
月
11
日（
金
）

　

午
後
５
時

◎
問　

長
崎
地
方
法
務
局
平
戸
支
局

　
（
☎
22-

２
２
６
３
）

○
と　

き　

11
月
11
日（
金
）午

　

後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施
設

○
内　

容

　

▼
講
演　

伴　

康
之　

講
師

　
　
（
伊
万
里
市
教
育
委
員
会
生

　
　

涯
学
習
課
副
課
長
）

　

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　
　

と
学
校
、
地
域
」

◎
問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

　

推
進
班

　
（
☎
22-
９
２
１
４
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
平
戸
市
農
地
利
用
最
適
化
推

　

進
委
員
委
員（
令
和
４
年
10
月

　

１
日
現
在
）

　

山
本　

洋
一（
生
月
地
区
）

　

▼
任
期　

〜
令
和
６
年
２
月

　
　

29
日
ま
で

◎
問　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
22-

９
１
７
２
）

○
期　

間　

11
月
11
日（
金
）〜

　

17
日（
木
）

○
テ
ー
マ　

こ
れ
か
ら
の
社
会
に

　

向
か
っ
て

○
主
な
活
動

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
広
報

　

②
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

　

③
税
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

　

④
そ
の
他
〜
税
の
作
品
展
の
開

　
　

催
な
ど

◎
問　

平
戸
税
務
署

　
（
☎
23-

２
１
３
１
）

○
と　

き　

11
月
18
日（
金
）午

森
林
の
届
出
許
可
制
度

奨
学
資
金
へ
の
寄
付

　

奨
学
金
の
返
還
金
は
、
後
輩

の
新
た
な
奨
学
金
の
資
金
源
で
す
。

約
束
ど
お
り
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▼
返
還
が
滞
っ
て
い
る
場
合
・

　
　

困
難
と
な
り
そ
う
な
場
合

　

▼
住
所
な
ど
の
変
更

　

▼
返
還
状
況
に
つ
い
て
知
り
た

　
　

い
場
合
な
ど

奨
学
資
金
へ
の
寄
付

　

奨
学
金
事
業
の
充
実
を
図
る
た

め
の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

※

税
制
上
の
優
遇
措
置
の
対
象

◎
問　
（
公
財
）長
崎
県
育
英
会

　
（
☎
０
９
５-

８
２
４-

７
５
０
１
）

○
期　

間　

11
月
10
日（
木
）〜

　

16
日（
水
）

　

依
存
症
は
、
治
療
で
回
復
で

き
る
病
気
で
す
。
家
族
や
１
人
だ

け
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問　

県
北
保
健
所

　
（
☎
57-

３
９
３
３
）

第
37
回
平
戸
・
松
浦
地
区

人
権
研
究
大
会

平
戸
市
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
就
任

相
続
・
自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度
説
明
会

お
知
ら
せ

宝くじのコミュニティ助成事業を活用したイベント情報

平戸オランダ商館企画展
問 平戸オランダ商館（☎26-0636）

○展覧会名　伊東深水没後50年・勝田深氷没後
10 年記念企画「引き継がれる画業―伊東深水・勝
田深氷・滝島十六　三人展 ―」
○と　き　10月29日（土）～ 12月11日（日）

長
崎
県
育
英
会
の
奨
学
金

税
を
考
え
る
週
間

宝くじおしゃべり音楽館～思いでのスクリーンミュージック～
問 文化交流課文化遺産班（☎22-9143）

　春風亭小朝氏を司会に迎え、ピアノ・小原孝氏、
歌・島田歌穂氏、指揮・藤野浩一氏のおしゃべり
音楽館ポップオーケストラです。
○と　き　令和５年２月４日（土）午後２時～
○ところ　平戸文化センター
○座　席　全席指定（４歳以上入場可）
○入場料　▶一般　2,500円（当日3,000円）
　　　　　▶高校生以下　1,500円（当日2,000円）
　※宝くじの助成により、特別料金となっています。
○前売り開始日　11月21日（月）
○チケット販売所　文化交流課ほか

○ところ　平戸オランダ商館
　松浦史料博物館の美術顧
問を務めた勝田深氷氏、勝
田氏の父の伊東深水氏、長
男の滝島十六氏と、画家の
系譜を継いだ親子三人の作
品を展示します。

宝くじ受託事業収入を財源とした「一般財団法人自治総合センター」のコミュニティ助成事業を活用して開催されます。

宝くじのコミュニティ助成事業で整備

　宝くじの受託事業収入を財源とした「一般財
団法人自治総合センター」のコミュニティ助成事
業を活用し、伝統芸能やイベントなどで使用す
る備品やAEDを整備しました。
○獅子町
　伝統芸能やイベントなど
で使用する備品を購入し
ました。後継者の育成の
ために活用されます。
○大根坂自治会自主防災組織
　大島村大根坂公民館に
AEDを設置しました。離
島での救命率の向上のた
めに活用されます。
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○11月10日（木）11：00～ 16：00
　平戸文化センター

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

税務課総務徴収班　☎22-9115問

各種相談

○11月４日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センターC会議室
○11月18日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センターC会議室

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■11月の延長窓口実施日
　10日（木）・17日（木）・24日（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　平戸市役所１階③番窓口
　　　　　　　　   ※各支所・出張所では不可

■受付内容　マイナンバーカード、各種証明
　書の交付
■交付できる証明書　住民票の写し、戸籍謄
　（抄）本、戸籍附票の写し、印鑑登録および
　印鑑証明書
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123

　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用する場合は、必ず
当日の午後5時までにご予約ください。

　市役所では、市民の皆さんの悩みや困りごとや仕
事で就職、創業などを考えている人たちが、専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

○11月９日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会（事前予約している人を優先）

■と　き　11月27日（日）8：30～ 17：00
■ところ　平戸市役所１階③番窓口

休日のマイナンバーカード交付窓口

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

　休日にマイナンバーカードの交付申請および交付
を受け付けます。利用する場合は、11月25日（金）
の午後５時までに電話予約をお願いします。

○11月18日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

■国民健康保険税　　　　第６期
■介護保険料　　　　　　第６期
■後期高齢者医療保険料　第５期
※口座振替日　　　　　　11月28日（月）
　この日に振替ができなかった場合は、令和４年12月12日
　（月）に再振替します。

市税の納期限【11月30日（水）】

Hirado  Informa�onNecessary Information

新型コロナウイルスワクチン関連情報

オミクロン株（BA.4-5）対応２価ワクチン接種開始（10月31日～）

問 新型コロナウイルスワクチン接種推進チーム（☎22-9106）

注射部位の痛み

疲労、筋肉痛、頭痛、悪寒、関節痛

下痢、発赤、腫脹、発熱、嘔吐

発現割合 接種後７日間に現れる症状

50％以上

10～ 50％

１～ 10％

ワクチン追加接種間隔の短縮（５カ月→３カ月）
　10月21日から追加接種の接種間隔が３カ月に短縮されました。接種券が届いた人は、年内の接種をお願
いします。（※接種券は、予約時の混雑を避けるため、前回接種日の早い人から随時発送しています）
○変更例

乳幼児（生後６か月～４歳）の新型コロナワクチン接種開始（11月７日～）
　国の接種方針に基づいて、11月７日から乳幼児（生後６か月～４歳）を対象とした新型コロナワクチン接種
を開始します。接種券などの準備が整いましたら、対象者に順次発送します。

○対　象　初回(２回目)接種を完了している12歳
　以上の全ての人（１人につき１回接種可能）
○オミクロン株に対する効果
　▶従来型ワクチンを上回る重症化予防効果
　▶感染予防効果・発症予防効果
　▶今後の変異株に対して有効である可能性が高い

○副反応について　従来型ワクチンとおおむね同様

　 令和４年12月15日以降
→ 令和４年10月15日以降

前回接種日 次回接種可能日

変更前（５カ月間隔）

変更後（３カ月間隔）

令和４年７月15日

令和４年７月15日
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　現在、国内の新型コロナウイルス感染者の大半を占めるオミクロン株（BA.５）にも効果が出るよう改良され
た「オミクロン株（BA.4-5）対応２価ワクチン」（ファイザー社製）の接種を、10月31日から開始しました。
　年末年始に新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行が懸念されますので、接種券が届いてい
る人は、年内の接種をお願いします。
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■年金相談（完全予約制）

年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

○11月８日（火）10：00～ 15：00　
　平戸市役所本庁３階会議室
○11月15日（火）10：30～ 15：00　
　生月支所

○11月２日（水）13：00～ 16：00
　大島地区（大島村公民館）
○11月９日（水）13：00～ 16：00
　生月地区（生月町中央公民館）
○11月16日（水）13：00～ 16：00
　中部地区（ふれあいセンター）

■市民総合相談

市民課消費生活センター　☎22-9122問

問
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　生月大橋公園の隣にある潮見グラウンドで、
「Good Morning Ikitsuki ～ヨガと遊びのフェス
ティバル」が開催されました。
　参加者は、海を眺めながらのヨガに、ライブ演奏
やステージパフォーマンス、野外映画上映、オーガ
ニックや地元の食材にこだわったマルシェなどを楽
しみつつ、テントで一泊しました。
　また子ども向けには秘密基地づくりや、自転車発
電でのシャボン玉、味噌汁づくりなどの体験コー
ナーが用意され、会場は大いににぎわいました。

９ 潮風の中でヨガとキャンプ

　度島小中学校体育館で「度島防災まつり」が開催さ
れました。昨年に続き２回目の開催となった今回は、
災害発生時の難しい判断を体験する災害シミュレー
ションゲーム「クロスロード」が行われました。事前
に度島中学校の生徒が島内で発生する可能性がある
災害とその対応策を考え、どのように対応するか班
に分かれ話し合いました。
　また、歌う防災士「しほママ」こと柳原志保さんに
よる講話や福岡工業大学の田島大輔教授による暖竹
を使った電池の展示などが行われました。

島民の防災意識向上のために９
24

９ 長崎が誇るプロチームが訪問

　V・ファーレン長崎の竹村栄哉テクニカルダイレ
クターとクラブマスコットのヴィヴィくん、長崎
ヴェルカの伊藤拓摩ゼネラルマネージャーとクラブ
マスコットのLUCAが、両クラブの岩下英樹両代表
取締役社長とともに平戸市役所を訪れ、黒田市長と
面談しました。
　最近のチーム状況から、チームと市とで取り組む
ホームタウン活動について提案があり、黒田市長は、
「スポーツの感動を県の皆さんに伝えていただきた
い」と期待を述べました。

20

24
・25

　平戸市役所で本市と株式会社Wizとの企業誘致に
係る連携・協力に関する協定書締結式が行われまし
た。今回の協定により株式会社Wizの持つ専門的知
見や情報発信力を活用し、オフィス系企業の誘致と
企業が進出しやすい地域としてのブランディングに
取り組みます。
　締結式で小川隆義執行役員は、「Wi-Fi環境の整
備、情報発信、創業支援などで進出企業の定着を目
標に進め、協定を実のあるものにしたい」と挨拶し
ました。

10 民間企業と連携した企業誘致へ６

　平戸瀬戸市場で旬を迎えた「あご」と新米のおいし
さを味わってもらおうと「新あご新米祭り」が開催さ
れました。
　３年ぶりの開催となった今回は、目の前で炭火を
使って焼いた塩あごと炊き立ての新米で作ったおに
ぎりが無料で振る舞われました。会場は、焼きたて
の塩あごの香ばしい香りが広がり、おいしそうな匂
いに誘われた人たちが長蛇の列をなしていました。
また、生あごの詰め放題も行われ、平戸の秋の味覚
を買い求める人たちでにぎわいました。

９ 平戸の秋の味覚に舌鼓

　

たくさんの女性に乳がん検診を

　10月の「乳がん検診推進月間」にあたり、平戸城、
平戸オランダ商館、幸橋がシンボルカラーのピンク
色にライトアップされ、乳がんの早期発見・早期治
療を目指した啓発活動に取り組む、「ピンクリボン
ひらどAI・AI・AI」による鑑賞会が平戸オランダ商
館で開催されました。
　会長の山口幸代さんは、「今後も、『大切なあなた
とあなたの家族を守りたい』のスローガンのもと、
検診を受ける大切さを伝える取り組みを続けていき
たい」と、活動継続への意欲を述べました。

10
１

　

宇宙大航海時代へ向けて連携

　平戸市役所で本市と株式会社SPACE WALKERと
の産業振興及び地域活性化に係る連携・協力に関す
る協定書締結式が行われました。今回の協定により
宇宙開発によるものづくり産業の振興と、脱炭素社
会の実現に向けて、相互に連携し取り組みます。
　締結式で眞鍋顕秀代表取締役CEOは、「複合材タ
ンクの開発製造拠点となる新工場で、宇宙開発で培
われた当社技術を、陸・海・空すべての領域での脱
炭素化に貢献できるよう尽力します」と挨拶しまし
た。

10
12

10 30周年の感謝を込めて

　たびら昆虫自然園で「第１回昆虫園まつり」が開催
されました。特設ステージでのダンスやコンサート、
北松農業高校の協力による移動動物園のほか、竹と
んぼ飛ばし競争や園内で集めた木の実の工作教室、
焼き芋体験などが行われ、市内外から800人を超え
る人が訪れました。
　併せて開催中の「慧さん展」は、平戸市名誉市民で
世界的な昆虫写真家である栗林慧さんの半生をまと
めた年表やこれまでに使用してきたカメラ機材の展
示、動画公開などが行われました。

16 24
・25
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問 市民課戸籍住民班
☎22-9123

う
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行
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保
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名　

前

末永 紗彩 ちゃんH28．11.15  ６歳（岩の上町）

すえなが　　　さあや

金石 奈々美 ちゃん
H29.11.22　５歳（岩の上町）

かないし　　 　 ななみ

森山 幸太郎 くん
H29.11.29　５歳（田平町）

もりやま　　  こうたろう まえだ　　　  ゆの

前田 紬乃 ちゃん

R２.11.18　２歳（田
平町）

松永 湊心 くん
R２.11.18　２歳（田平町）

まつなが　　　そう

やまぐち　　じゅん

山口 潤 くん

H30.11.３　４歳（田
平町）

さかの　　  せいりゅう

坂野 清龍 くんH30.11．24　４歳（上中津良町）

松本 侑馬 くん
R２.11.24　２歳（生月町）

まつもと　 　 ゆうま

まうら　　 　りほ

真浦 李帆 ちゃんH30.11.１　４歳（田平町）

やまなか　　 ひなた

山中 陽翔 くん
H29.11.17　５歳（岩の上町）

11月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

vol.126

投稿募集！

●投稿方法　下記QRコードまたはURLにアクセスし、必要事項と子どもの写
　　　　　　 真を添付し応募してください。
　　　　　　 （https://logoform.jp/form/HGFh/166283）
●募集開始　11月１日～
●募集人数　15人（先着順）

12月
生まれ
募集中

※投稿した写真が必ず掲載とは限りません。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

　12月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコー
ナーでは、小学校入学前の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に
限ります）

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

ＨⅠＲＡＤＯの
アイドル大集合

さくえ　　　　 ふみか作江 芙美花 ちゃんR３.11.24　１歳（宝亀町）

髙田 結奈 ちゃん
R３.11.12　１歳（岩の上町）

たかだ　 　　ゆな

国内初の実証実験を開始
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かもり　　そうま

冠 颯真 くん
R２.11.10　２歳（田平町）

福田 紗彩 ちゃん

H30.11.27　４歳（
田平町）

ふくだ　　   さあや

がん患者・家族をサポート

　がん患者の支援を行う平戸ア
ネモネ会から、平戸市民病院に
タオル帽子が寄付されました。
11月12日（土）には、平戸市未
来創造館にて、がん患者会「アネ
モネカフェ」が開催されます。

　鶴丸設備が廃食用油から製造
するバイオディーゼル燃料「リー
ゼルＢ100」を、長崎空港のJAL
の車両で使用する実証実験が始
まりました。高純度燃料の100
パーセント使用は国内初です。

きむら　　　 かいと

木村 　人 くんH29.11．15　５歳（木引田町）
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